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韓国におけるTRIZの変遷

備考主な出来事年

・サムソンSEM（SAMSUNG Electronic Mechanics）
がロシア人TRIZ専門家キニ氏と契約。2003

サムソン電子のCEOが直接決定。理由はSAIT
がDVDピックアップのコスト低減プロジェクト
（Sellino）のコンサルティングを行ったため。

・サムソン電子は更に4人のロシア人を招聘。
・またInnovation Master Programを開始。2002

契約した2人はクラエビスキー氏とチェルナイク
氏。SAITでの2000年のTRIZコンサルティング
の成功による。エレナ氏はSAITで専門家と共に
TRIZのオンラインソフトを開発した。
彼はチュクセン氏と共にLGグループに在籍。

・サムソン電子が2人のロシア人TRIZ専門家と契約。
・レニアチン氏はサムソンSDI から総合技術院へ異動。
・サムソン総合技術院ではエレナ氏と契約。

・LGグループでスクラトビッチ氏が活動開始。

2001

この年の6月から開始。コメンコ氏は年2、3回教
育のために来社。シュパコフスキー氏は常駐。

サムソンSAIT（総合技術院）が ニコライ・コメンコ氏お
よびニコライ・シュパコフスキー氏と契約。2000

この時もまた、SDIのCEOはサン・フック氏。
ロシア語を英語に翻訳のためチェチュリン氏と
契約。チュクセン氏は現在もLGグループ所属。

・サムソンSDIはヴァシリ・レニアチン氏と契約。
・韓国LGグループはペーター・チュクセン氏と契約。1999

テーマはハードディスクのノイズ音低減であった。

最終のアイデアは技術者に受け入れられず、サ
ムソン電子は失望混じりであった。

・サムソン電子(SEC)がTRIZセミナーおよびTRIZ試行
のためロイゼン氏を招く。1998

LGグループはコメンコ氏との契約期間満了後、
新たなロシア人TRIZ専門家としてドミトリ・クチリ
アリ氏と契約。

・日経メカニカルがTRIZの論文を発表。
・韓国LGグループがコメンコ氏と契約。
・サムソンSDIのCEO サン・フック氏により6σ法開始。

1997

TRIZソフト保有状況

ネットワーク 1ライセンスネットワーク 4ライセンス
POSCO

KnowledgistTechOptimizer会社

ネットワーク 4ライセンス（IDタイプ）KOREA
Telecom

Electronics ネットワーク 10ライセンス
Chemistry    ネットワーク 4ライセンス
Caltex ネットワーク 2ライセンス
LifeHealth ネットワーク 2ライセンス
Etc*             ノードロック 4ライセンス

Electronics ネットワーク 10ライセンス
Chemistry    ネットワーク 4ライセンス
Caltex ネットワーク 2ライセンス
LifeHealth ネットワーク 2ライセンス
Etc*             ノードロック 4ライセンス

LG 

SEC   ネットワーク 8ライセンス（IDタイプ）
ノードロック 2ライセンス

SAIT   ネットワーク 3ライセンス
（ネットワーク 6ライセンスへ増設の予定）
SEM   ネットワーク 3ライセンス（IDタイプ）

SEC   ネットワーク 30ライセンス（IDタイプ）

SAIT   ノードロック 2ライセンス

SEM   ネットワーク 9ライセンス（IDタイプ）

サムソン

データはTRIZKOREA Ltd.：
Etc* は LG Life Science, LG Electrical Line, LG Industrial Electric, LG-OTIS
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企業におけるTRIZの３つの役割

企業固有のTRIZ活用
経験に基づく問題解
決手法の探求

TRIZ専門家によるブ
レイクスルー問題の
解決についてのコン
サルティング

難解な問題を技術者
自身が解決できるよ
うになるための訓練

10年以上の経験を有する技術者でも心理的惰性が
妨げになっている場合がある。TRIZ専門家との協業
により問題解決までの時間を短縮する。

TRIZ専門家の手法は確かに優れているが、エンジニ
アリングシステムに対する深い理解無しでは良くかつ
現実的な成果が得られない。技術者がTRIZを使いこ

なせれば鬼に金棒。

TRIZ理論は進歩し続けなければならない。TRIZの最
大の活躍の場は工学分野である。会社としてTRIZを
効率的に用いることができれば、このようなTRIZ探求
は自然に自動的に行われる。TRIZは発展している。

計画が充実しており
かつ興味深い内容の
TRIZ教育

量産における採算性
と発明効果

TRIZへの深い理解と
理論の探求

研究分野からのブレ
イクスルー型特許の
出願

企業における成功への４つのキーポイント
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サムソンにおけるTRIZ推進について（その１）

教育コー
スを短くし
たい

教育コー
スは長く
とりたい

管理者は技術者を1～2ヶ月も
教育に行かせる事が出来ない。

技術者は僅か1～2週間で
TRIZを習得することは出来
ない。TRIZはタグチメソッド
やQFDとは全く異なる。

#1
分割原理

計画が充実しており
かつ興味深い内容の
TRIZ教育

TRIZへの深い理解と
理論の探求

サムソンにはTRIZ-1、2、3、5という教育コースがある。
TRIZ-1は1日の簡易なコース。TRIZ-4は実務と並行
して2ヶ月間かけて実施。
ベーシック的コースであるTRIZ-1、2、3、5のトータル
で120時間。

サムソンのTRIZ教育カリキュラム
２００３年サムソンSAIT（総合技術院）のTRIZ教育計画

教育時間変更の場合は掲示板に表示する。
この教育はサムソンの全社員を対象とする。

TRIZ-1、2、3、4、5について
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サムソンのTRIZ教育カリキュラム
２００３年サムソンSAIT（総合技術院）のTRIZ教育計画

教育時間変更の場合は掲示板に表示する。
この教育はサムソンの全社員を対象とする。
教育時間変更の場合は掲示板に表示する。
この教育はサムソンの全社員を対象とする。

TRIZ-6、7、8について

理論は単
純でなけ
ればなら
ない

TRIZには
多くの手
法がある

統合的か
つ簡潔に
理解

計画が充実しており
かつ興味深い内容の
TRIZ教育

TRIZへの深い理解と
理論の探求

ロシア人のTRIZ専門家の言動からは
TRIZ理論に当てはめている様子は伺
えない。何も見ずに解決している。
それにも関わらず、出されるアイデア
は質、量共に優れている。
TRIZには何かがあるはずだ。
果たしてそれは何か？

サムソンにおけるTRIZ推進について（その2）

アインシュタイン曰く、理論は
単純かつ適用範囲が広いほど
人々の印象に残る。

40の発明原理、矛盾マトリック
ス、物質-場分析、76の標準解、
ARIZ、Effectsなど多数。
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答え手法問題

40の発明原理

40の発明原理中から解決

Effectsから解決

標準解から解決

Effectsから解決

矛盾マトリックス

分離原理

Effect (パラメータ変更)

76の標準解

Effects

技術的矛盾

物理的矛盾

物質-場モデル

機能

NaCl + H2O科学反応HCl + NaOH

50乗算表10 x 5

ARIZでは初期問題を矛盾モデル、物資-場モデル、およびTRIZにお
ける他のモデルに変換する

*TRIZマスター イコベンコ氏より

なぜTRIZには多くの手法があるのか？
アルツシューラーの説明より

時間軸

実際の解決策現実の問題
現実の

世界

抽象化された

解決策

抽象化された

問題

抽象の

世界

TRIZ熟練者はこのルートに
ついて熟知している

初期問題の定義
TRIZ熟練者と技術者と
の協業が不可欠

試行錯誤や心理的惰性

TRIZによる問題解決の一般的なアプローチについて

*ニコライ・コメンコ氏より

技術者はこのルートに
ついて熟知している
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サムソンにおけるTRIZ理論の体系化と理解について

究極の理想解

ARIZ

リソース：

矛盾マトリックスやTOPEの
Principlesモジュールなど

矛盾：

物質-場分析と
76の標準解

40の発明原理と

分離原理

マルチスクリーンやEffects
のDBおよびナレジストなど

進化のトレンドやTOPEの
機能モデル分析など

ARIZ

実際の問題

究極の理想解

リソース：矛盾：

物質-場分析と
76の標準解

40の発明原理と
分離原理

体系と簡単な理解
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体系と簡単な理解

ARIZ

Real Problem

究極の理想解

リソース：矛盾：

物質-場分析と
76の標準解

40の発明原理と
分離原理

実際の問題

ARIZ

Real Problem

実際の解決策 実際の解決策

究極の理想解

リソース：矛盾：

物質-場分析と
76の標準解

40の発明原理と
分離分離

実際の問題

体系と簡単な理解
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“クリスマスツリー”ダイアグラム

体系と簡単な理解
技術者の領域 TRIZ専門家の領域

抽象の世界現実の世界

固有技術 リソース分析 抽象化

技術的矛盾

最終案

究極の理想解

物理的矛盾

X構成要素

抽象化モデル

概念モデル

抽象化モデル変換

初期問題

理想化

サムソンのオンラインTRIZ教育について
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サムソンのオンラインTRIZ教育について

サムソンのオンラインTRIZ教育について
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サムソンのオンラインTRIZ教育について

サムソンのオンラインTRIZ教育について



11

サムソンのオンラインTRIZ教育について

量産における採算性
と発明効果

研究分野からのブレ
イクスルー型特許の
出願

発明 挑戦

アイデアやコンセプトだけ
ではなく常に全員が発明
の創出を意識する。

シックス
シグマ法
+TRIZ

シックスシグマ法は日本レベルの量産性を
目指してモトローラ社から始まった。GE社は
モトローラ社の方式をDFSS法としてR&D部
門向けに改良した。サムソンではTRIZに基
づくDFSS法として更に改良を加えている。

サムソンにおけるTRIZ推進について（その3）

常に発明を意識すること。
しかし単に発明症候群に
陥ってはいけない。
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DMAIC DMAIC 
モトローラ社モトローラ社

生産

DMADVDMADV
GEGE社社

開発

DMADOVDMADOV
サムソンサムソン

研究

最適化はあくまでも最適
にするためのもの。改良
ではなくサムソンはブレ
イクスルーを目指す。次
のSカーブへの移行を考
える。

シックスシグマ法からTRIZへの変遷

顧客品質要求。
製品データ分析。
統計的判断。
データ管理により6σ
レベルの品質の生産を
保証する。

6σレベルの品質の製品
を開発する。顧客要求に
基づき、開発方法の改善
と最適化を行う。信頼性
の高い開発へ。

製品の品質と生産性は開発
段階で既に決まっている。

必要性について：

一般的なアプローチ法では技術的妥協により発明に結びつけることは困難である。

発明には矛盾の解決が必要となる。

GE社 DFSS

サムソン標準DFSS
サムソン標準のサムソン標準のDFSSDFSSにはには
ブレイクスルーの考え方がブレイクスルーの考え方が
盛り込まれている。盛り込まれている。

それぞれのブレイクスルーそれぞれのブレイクスルー
エリアでは技術的戦略からのエリアでは技術的戦略からの
判断が求められる。そのため、判断が求められる。そのため、
サムソン標準のサムソン標準のDFSSDFSSでは技術では技術
ロードマップ（ロードマップ（TRTR））を用いている。を用いている。

また開発スピードが増すにつれ、また開発スピードが増すにつれ、
サムソン標準サムソン標準DFSSDFSSではでは
技術系列ツリー（技術系列ツリー（TTTT））を用いてを用いて
管理を行っている。管理を行っている。

改善、改良改善、改良
限界エリア限界エリア

サムソン標準DFSS（Design for Six Sigma）と3つのT

品質品質

時間時間

効率改善エリア効率改善エリア

ブレイクスルーエリアブレイクスルーエリア
サムソン標準サムソン標準DFSSDFSSによるによる
TRIZTRIZのの基点基点
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マーケット分析

ビジネスプラン

戦略分析FMEA

顧客ニーズ

KJ法

品質機能展開-1

コンセプト生成

コンセプトラフ抽出

品質機能展開-2

樹系図（機能系統図）

品質機能展開-3

プロセスマップ分析

根本原因分析

プロセス分析FMEA

コントロールチャート

（工程）能力分析

カスタム計画機能

RSA

タグチメソッド

品質管理End

Start

一般的なDFSS（Design for Six Sigma）の流れ

マーケット分析

ビジネスプラン

戦略分析FMEA

顧客ニーズ

KJ法

品質機能展開-1

コンセプト生成

コンセプトラフ抽出

品質機能展開-2

樹系図（機能系統図）

品質機能展開-3

プロセスマップ分析

根本原因分析

プロセスFMEA

コントロールチャート

（工程）能力分析

カスタム計画機能

RSA

タグチメソッド

品質管理

End

Start 戦略検討段階。

概念技術および開発
仕様のマッピング。
広範囲の検討段階。

詳細開発の
重要な段階。

製品試験。
信頼性の
高い最適化。

一般的なDFSS（Design for Six Sigma）の流れ
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マーケット分析

ビジネスプラン

戦略分析FMEA

顧客ニーズ

KJ法

品質機能展開-1

コンセプト生成

コンセプトラフ抽出

品質機能展開-2

樹系図（機能系統図）

品質機能展開-3

プロセスマップ分析

根本原因分析

プロセスFMEA

コントロールチャート

（工程）能力分析

カスタム計画機能

DOE/RSA

タグチメソッド

品質管理End

Start
戦略検討段階。

概念技術および開発
仕様のマッピング。
広範囲の検討段階。

詳細開発の
重要な段階。

製品試験。
信頼性の
高い最適化。

一般的なDFSS（Design for Six Sigma）の利点

一般的なDFSSの利点部分

マーケット分析

ビジネスプラン

戦略分析FMEA

顧客ニーズ

KJ法

品質機能展開-1

コンセプト生成

コンセプトラフ抽出

品質機能展開-2

樹系図（機能系統図）

品質機能展開-3

プロセスマップ分析

根本原因分析

プロセスFMEA

コントロールチャート

（工程）能力分析

カスタム計画機能

DOE/RSA

タグチメソッド

品質管理End

Start

戦略検討段階。

概念技術および開発
仕様のマッピング。
広範囲の検討段階。

詳細開発の
重要な段階。

製品試験。
信頼性の
高い最適化。

一般的なDFSS（Design for Six Sigma）の課題

一般的なDFSSの課題部分
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マーケット分析

ビジネスプラン

戦略分析FMEA

顧客ニーズ

KJ法

品質機能展開-1

コンセプト生成

コンセプトラフ抽出

品質機能展開-2

Start

戦略検討段階。

概念技術および開発
仕様のマッピング。
広範囲の検討段階。

コンセプト創出段階に特化したツール
がない。専門家はブレインストーミング
やシックス・シンキング・ハットを推奨す
る。しかしそれらは、ディスカッションや
アイデアの共有化には適しているが、
アイデア創出ツールとは言い難い。ア
イデア創出の良い方法はないか？

この段階では有効なアイデアの組合せ
と評価を行い、最終的な方針の決定を
行う。しかし、アイデアの組合わせを行
う際に適した手法がない。

一般的なDFSS（Design for Six Sigma）の課題の理由

この部分が課題である理由

マーケット分析

ビジネスプラン

戦略分析FMEA

顧客ニーズ

KJ法

コンセプト生成

コンセプトラフ抽出

Start

戦略検討段階。

概念技術および開発
仕様のマッピング。
広範囲の検討段階。

このQFDは固有技術の見解なしに用いら
れる場合が多い。技術者は全てを知り尽く
しているわけではない。QFDは顧客本位
のCTQ（Critical to Quality）であり、マー
ケットに直結する技術の仕様である。 この

段階の技術は研究センターの技術者を対
象とした技術であり、顧客は量産立上げを
担当する社内の技術者である。

一般的なDFSS（Design for Six Sigma）の課題の理由

この部分が課題である理由

品質機能展開-1

品質機能展開-2



16

マーケット分析

ビジネスプラン

戦略分析FMEA

顧客ニーズ

KJ法

品質機能展開-1

コンセプト生成

コンセプトラフ抽出

品質機能展開-2

Start

戦略検討段階。

概念技術および開発
仕様のマッピング。
広範囲の検討段階。

この段階でも固有技術の見解なしに検討が
行われる場合が多い。ここでのリサーチは
マーケットをターゲットにしている。しかし、
マーケットは新技術の出現により常に変化し
ている。技術の変遷理解および戦略の熟慮
が無ければ、成功の確率は低くなる。

一般的なDFSS（Design for Six Sigma）の短所の理由

この部分が課題である理由

R＆D部門の一般的な傾向として、
DFSS（Design for Six Sigma）における課題と傾向が一致している。

問題定義 問題分析 アイデア
創出

アイデア
具現化

品質確認

この部分に有効
な手法が無いこと
が問題。

R＆D部門の一般的な傾向
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韓国企業のR＆D部門の一般的な傾向として、
もう一つ挙げられる課題は、初期段階の問題定義と問題分析である。
西側諸国には、技術開発分野における問題定義の基盤となる考えがなかった。
既存の活用や改善、改良の考えが主体であった。

問題定義 問題分析 アイデア
創出

アイデア
具現化

品質確認

もう一つの短所:
東側ではDFSS出現以前に
この部分は行われていた。

韓国企業のR＆D部門の一般的な傾向

この部分に有効
な手法が無いこと
が問題。

マーケット分析

ビジネスプラン

戦略分析FMEA

顧客ニーズ

KJ法

品質機能展開-1

コンセプト生成

コンセプトラフ抽出

品質機能展開-2

Start
戦略検討段階。

概念技術および開発
仕様のマッピング。
広範囲の検討段階。

この段階でも固有技術の見解なしに検討が
行われる場合が多い。ここでのリサーチは
マーケットをターゲットにしている。しかし、
マーケットは新技術の出現により常に変化
している。技術の変遷理解および戦略の熟
慮が無ければ、成功の確率は低くなる。

課題

技術的戦略は技術ロードマップ（TR）を基に
策定される。このTRにはシナリオの方法論
と指標の方法論とがある。そしてこの戦略
には量産立上げ部署との緊密な連携関係
がある。

対応

サムソンにおける課題への対応。

サムソン標準DFSS（Design for Six Sigma）と3つのT
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マーケット分析

ビジネスプラン

戦略分析FMEA

顧客ニーズ

KJ法

コンセプト生成

コンセプトラフ抽出

Start
戦略検討段階。

概念技術および開発
仕様のマッピング。
広範囲の検討段階。

このQFDは固有技術の見解なしに用いら
れる場合が多い。技術者は全てを知り尽く
しているわけではない。QFDは顧客本位
のCTQ（Critical to Quality）であり、マー
ケットに直結する技術の仕様である。 この

段階の技術は研究センターの技術者を対
象とした技術であり、顧客は量産立上げを
担当する社内の技術者である。

課題

技術展開は技術系列ツリー（TT）を基に
して行われる。この方法論はQFDと並行し
て進められる。基盤は前述の技術ロード
マップ（TR）であり、TRとTTの連携により
アクションプランが具現化される。

対応

サムソン標準DFSS（Design for Six Sigma）と3つのT

品質機能展開-1

品質機能展開-2

サムソンにおける課題への対応。

マーケット分析

ビジネスプラン

戦略分析FMEA

顧客ニーズ

KJ法

品質機能展開-1

コンセプトラフ抽出

品質機能展開-2

Start 戦略検討段階。

概念技術および開発
仕様のマッピング。
広範囲の検討段階。

コンセプト生成

3つのT + DFSS = 
サムソン標準DFSS

サムソン標準DFSS（Design for Six Sigma）と3つのT

サムソンにおける課題への対応。

技術系列ツリーの作成

技術ロードマップの作成

TRIZ
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企業におけるTRIZの役割

企業固有のTRIZ活用
経験に基づく問題解
決手法の探求

TRIZ専門家によるブ
レイクスルーについて
のコンサルティング

難解な問題を技術者
自身が解決できるよ
うになるための訓練

10年以上の経験を有する技術者でも心理的惰性が
妨げになっている場合がある。TRIZ専門家との協業
により問題解決までの時間を短縮する。

TRIZ専門家の手法は確かに優れているが、商品知
識や経験則に基づく固有技術への深い理解はない。
技術者がTRIZを使いこなせれば鬼に金棒。

TRIZ理論は進歩している。TRIZの最大の活躍の場
は工学分野である。TRIZを用い、研究することで企業
独自のTRIZノウハウが蓄積される。
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計画が充実しており
かつ興味深い内容の
TRIZ教育

量産における採算性
と発明効果

TRIZへの深い理解と
理論の探求

研究分野からのブレ
イクスルー型特許の
出願

企業における成功へのキーポイント

サムソンにおけるTRIZ推進について（その１）

教育コー
スを短くし
たい

教育コー
スは長く
とりたい

管理者は技術者を1～2ヶ月も
教育に行かせる事は出来ない。

技術者は僅か1～2週間でTRI
Zを習得することは出来ない。
TRIZはタグチメソッドやQFDと
は全く異なる。

サムソン
における
TRIZ教育

計画が充実しており
かつ興味深い内容の
TRIZ教育

TRIZへの深い理解と
理論の探求

サムソンにはTRIZ-1、2、3、5という教育コースがある。
TRIZ-1は1日コース。TRIZ-2は2日コース。 TRIZ-3
は3日コース。TRIZ-1、2、3終了後、TRIZ-4は実務と
並行して2ヶ月間かけて実施。ベーシック的コースで
あるTRIZ-1、2、3、5のトータルで120時間。
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理論は簡
略化が望
ましい

TRIZには
多くの手
法がある

統合的か
つ簡潔に
理解

計画が充実しており
かつ興味深い内容の
TRIZ教育

TRIZへの深い理解と
理論の探求

ロシア人のTRIZ専門家の言動からは
TRIZ理論に当てはめている様子は伺
えない。何も見ずに解決している。そし
て出されるアイデアは質、量共に優れ
ている。TRIZには何かがあるのではな
いか。果たしてそれは何か？

サムソンにおけるTRIZ推進について（その2）

アインシュタイン曰く、理論は
単純かつ適用範囲が広い方
が人々の印象に残る。

40の発明原理、矛盾マトリック
ス、物質-場分析、76の標準解、
ARIZ、Effectsなど多数。

量産における採算性
と発明効果

研究分野からのブレ
イクスルー型特許の
出願

発明 挑戦

アイデアやコンセプトだけ
ではなく常に全員が発明
の創出を意識する。

シックス
シグマ法
+TRIZ

シックスシグマ法は日本レベルの量産性を
目指してモトローラ社から始まった。GE社は
モトローラ社の方式をDFSS法としてR&D部
門向けに改良した。サムソンではTRIZに基
づくDFSS法として更に改良を加えている。

サムソンにおけるTRIZ推進について（その2）

常に発明を意識すること。
しかし単に発明症候群に
陥ってはいけない。
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計画が充実しており
かつ興味深い内容の
TRIZ教育

量産における採算性
と発明効果

TRIZへの深い理解と
理論の探求

研究分野からのブレ
イクスルー型特許の
出願

企業における成功へのキーポイント


